
 
 

 
 
 

 

 

令和３年度「卓越した技能者（現代の名工）表彰」 

受賞者が決定しました 

 

 「卓越した技能者（現代の名工）表彰」制度は、技能が卓越し、国内で第一人者と目さ

れている現役の技能者を厚生労働大臣が表彰することによって、広く社会一般に技能尊

重の気風を浸透させ、技能者の地位及び技能水準の向上を図ることを目的とするもので、

昭和４２年度から実施されています。 
 

１ 受賞者 
令和３年度は、群馬県から次の１名の受賞が決定しました。 
 

   （五十音順／敬称略／年齢は R3.11.1 現在） 

氏名 年齢 職種 現住所 所属事業所 

根岸
ね ぎ し

 憲一
けんいち

 74 植木職 前橋市 根岸園芸 

 
※これまで群馬県では１２８名が表彰されており、今年度の受賞者を含めると、累計で   

１２９名となります。 
 

２ 表彰式 
 （１）日時 令和３年 11 月８日（月） 
（２）会場 リーガロイヤルホテル東京（東京都新宿区戸塚町１－１０４－１９） 
※新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、式典は部門別代表者のみで執

り行われます（群馬県からの出席者はいません）。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

解

禁

日 

ラジオ・テレビ 

インターネット 
11 月５日(金)14 時 00 分 

新 聞 11 月６日(土) 朝刊 

令和３年 10 月 29 日 

産業経済部 

労働政策課産業人材育成室技能振興係 

電話：027-226-3414 内線：3414    



 
 
３ 受賞者の功績等の紹介 

○根岸
ね ぎ し

 憲一
けんいち

 氏（植木職） 

 

伝統的な竹垣製作や施工現場の気候風土に合わせた庭園の剪定整枝を得意としている。

その高い技能を活かして、国指定重要文化財「臨江閣」の竹垣修復作業に携わったほか、

群馬県緑化センターが実施する緑化講座で講師を務めている。また、ものづくりマイスタ

ーとして技能五輪全国大会出場選手の指導、前橋高等職業訓練校の校長として訓練生への

指導を行うなど、後進技能者の育成にも尽力している。 


